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サイコシンセシスの教師論的意義
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はじめに

現代は教師受難の時代といわれる。学校に

よっては教師は校内暴力、授業妨害、いじめ、

不登校などへの対処に追われ、授業に集中す

るべきエネルギーのみならず、教育への情熱

まで奪われかねない状況がある。また、教師

の中には精神的疲労のために心身の疾患に陥

る者がおり、その数は増加の傾向にある「Ll)。

このような学校教育の病理的現象を克服す

るために、教育制度、教育内容、教育方法な

どの改革が必要であるが、本稿では教師と生

徒との関係が重要であると考え、教師自身の

あり方を考察することにした。その際、サイ

コシンセシス(psychosynthesis)の理論を教

師論として応用することを試みた。

サイコシンセシスとは、フロイドのサイコ

アナリシス(psychoanalysis)に 対 して、人間

の精神統合の理論としてR.ア サジョーリ(R.

Assagioll,1888～ 1974)が提唱したものである。

それは精神療法の理論であるが、また、人間

の健康な精神発達のための理論でもある。彼

はサイコシンセシスの人間の精神発達に果た

す役割について以下のことを述べている。

「それは自分自身の内的な幻影や外部から

の影響の奴隷であ り続けることを拒否する

人々、また自分自身の内に湧き起こってくる

様々な心理的力動によって受動的にもてあそ

ばれることを拒否する人々、そして自分自身

の人生の主人公となるべ く決意を固めた人々

のための心理的啓発、……及び本人が自分の

真の トランスパーソナルな特性を発見し、認

識 し、またその導きのもとで、調和のとれた、

輝かしくも有能なパーソナリテイーを築き上

げていくことを支援するための総合的な教育

法である。」
1)

ここでアサジョーリはサイコシンセシスを

パーソナルな次元のサイコシンセシスとトラ

ンスパーソナルな次元のサイコシンセシスと

に分けている。前者は個人的な自己の統合、

自己の実現ということであるが、後者は個人

的自己を超えた高次の自己の実現を意味する。

以下、サイコシンセシスを教師論の観点か

ら考察し、その有効性を検討することにする。

1.パーソナルサイコシンセシスと教師

1.1 自己意識

人間の意識の中心は自己意識であるという

ことは、認められてよいであろう。この自己

意識とは、「私」は「私」であるという自己

への気づきである。これは自己同一性への気

づきと言われる。それはいかなる高等動物も

持たない、人間だけが持つ高度な意識である。

アサジョーリは「私」という自己意識を明瞭

に持つために、次の事実を自覚することが必

要であると言う。それは「私は身体を持って

いる。しかし私は身体ではない。」「私は感情

を持っている。しかし私は感情ではない。」

「私は知性を持っている。しかし私は知性で



はない。」
2)と ぃぅことである。

ところで、子どもの時の「私」と大人であ

る「私」とは同一の「私」であり、その意味

で自己は時間、空間を超えて不変であると考

えられる。そして自己意識は意識領域におけ

る可変内容、すなわちその時々の欲望、感覚、

感情、思考などの意識内容とは異なる。自己

は欲望でも感情でも知性でもなく、それらを

支配し、統合する主体なのである。

アサジョーリは、「私たちは自己同一化 し

ているすべてのものに支配される。私達は自

分が脱同一化するすべてのものを支配し、コ

ントロールすることができる」
3)と

言う。つ

まり、もし自己が欲望と同一化するなら、そ

れに支配され、欲求衝動に駆られた行動をす

るであろう。もし自己が感情と同一化するな

ら、自己はまったく感情に左右されてしまう。

もし知性に同一化するなら、その人は知性の

みで判断し、行動する人間になり得る。それ

ゆえ精神的にバランスのとれた、安定した人

格となるためには、自己が欲望や感情や知性

から一度脱同一化 し、「私」と言う純粋な自

己意識を持ち、自己がそれらを支配し、調整

し、コントロールすることができなければな

らない。

アサジョーリは、人間の精神諸機能の中核

となるものは意志であり、意志の中心に自己

を位置付けている。つまり、私は意志を持つ

とも言えるが、同時に私は意志であるとも言

えるという。なぜなら、私は意志によって他

の精神諸機能を調整 し、統合 し、方向付け、

自己の行為を決定するからである。すなわち、

意志は人格の中心的機能を果たす役割を持つ

と言うのである。

このように、彼は人間の精神の中で意志を

特に重要なものとして考えている。また、彼

は意志の働きを、従来考えられてきたように、

単に欲望や感情を抑制する力、あるいは何か

をすべきでない、何かをすべきである、とい

った禁止や義務の意識作用としてよりも、私

は何かをする、私は何かをすることができる、

といった物事を遂行 してい く積極的な精神作

用 として考える。故に人間は意志によつて主

体的に自己を生 きることがで きるのであ り、

自己自身を主人公 として生 きることができる

というのである。

このように、意志およびその中心の自己を、

パーソナリテイーの中核に位置付けて考える

人間観は、教師のあり方を考える上で、い く

つかの点で有意義であると思われる。

1.2 自己統合

教師が意志によって自己を統合 し、精神的

にバランスの取れた、安定 した人格であるこ

とは、生徒の精神状態をも安定させることに

もつながるであろう。逆に、教師が自己統合

できず、些細なことで感情的になったり、そ

の時々の気分で生徒への態度が変わった りす

ると、それは生徒の精神状態にマイナスの影

響を及ぼしかねない。生徒は教師との関係か

ら自ずと教師の精神状態に敏感であ り、それ

は生徒が年少であればあるほど微妙に影響を

与えると思われるのである。

また、自己を統合することは、教師が感情

や知性に支配されず、 したがってそのどちら

にも偏 らずに、物事を正 しく判断するために

も必要なことである。特に、日々、様々な生

徒に接 し、その都度的確な判断を要求される

教師にとって、このことは大切なことであろ

う。ちょっとした生徒への誤った判断が、大

きな問題に発展 しかねないからである。

自己統合は、一般的に自分の中にあるエネ

ルギーを結集 して、物事を効率的、生産的に

成 し遂げるためにも必要なことである。特に

教師が、本来の仕事である授業を、生徒にと

って実 りあるものにするために、それは必要

であると思われる。よく準備された充実 した

授業をすることによって、教師はまた自信を

持って次の授業に臨むことができるであろう。

逆 もまた真なのである。
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1.3 自己確立

自己確立は、パーソナルサイコシンセシス

の主要な課題である。私は私であるという自

覚を持つことによつて人間は、環境や特に他

人によって支配されずに、主体的、能動的に

生 きることができるのである。

生徒が自己を確立することは教育の 1つの

重要な目標である。そのためには、まず教師

自身が明確な自己意識を持ち、強い意志を持

って自己を律することができなければならな

いであろう。アサジ ョーリの弟子であるD.

ホイットモアは、「教師は子 どもが学ぶモデ

ルとならざるを得ない。子 ども達ははっきり

と指導されなくても模倣によって知らず知ら

ずのうちに学ぶことが多いのである。成熟 し

た自己主張、忍耐強さ、進んで危険を冒すこ

と、過ちを認める正直さや勇気、自己規制な

ど。」
4,こ のように生徒は教師から人格的に多

大な影響を受けるのであり、したがって生徒

の自己確立を促すために、教師が自己確立す

ることが必要である。

ところで、自律 した、強い意志を持った教

師にあ りがちな、教師の権威で生徒を支配す

ること、あるいは強制することは十分に注意

をしなければならないであろう。教師が生徒

の人格を認め、生徒一人ひとりの意志を尊重

し、その意見を聞 くことは大切である。そう

することによって生徒の自主性や主体1生 を育

てることになるのである。 しか しその際、教

師は自分の信念 と意見を持ち、安易な妥協は

せず、必要な場合には毅然 とした態度で生徒

に臨むことは重要なことである。教師はあ く

までも自己自身でなければならないのであ り、

そのことが生徒の信頼を得ることにもなるの

である。

1.4 真の自己

私たちは何 らかの社会的な役割を持って生

きている。それは職業におけるものや家庭で

のものである。 しか しそれぞれの役割は私の

サブパーソナリテイーに過 ぎない。このサブ

パーソナリテイーに同一化するとその役割に

支配され、その結果、本当の自己を失ってし

まう恐れがある。それゆえ、時に自分のサブ

パーソナリテイーから脱同一化することによ

って、真の自己を取 り戻 し、あ りのままの自

分を見いだすことが必要なのである。

このことは、特に教師のあ り方を考えると

き、大切な問題を含んでいると思われる。と

か く教師は教師というサブパーソナリテイー

に同一化 し、人間としてよりも教師としての

み生徒に接することにな りがちである。J.ミ

ラーは、「実存主義者達が教師に思い起こさ

せるのは、教師という役割の背後に、逃げ隠

れはできないこと、自分は教師である前に何

よりもまず人間であること、傷つきやす く、

しかも主体性を持った開かれた人間であるこ

とである」
5)と 述べている。教師がその役割

以前の本来の自分に生き、生徒に心を開くこ

とによって、生徒との自然な心の通い合いが

可能になるのである。そのことの教育的意義

は大きいと思われる。

またC.ロ ジャースは、教師と生徒との関係

が、生徒の学習効果にも影響することを指摘

している。「促進者 (教師)は 表面を装ったり

仮面をかぶったりすることなく、現にあるが

ままの真実な人間であるとき、非常に効果的

なようである。このことは促進者が人間対人

間という基盤に立ちながら、学習者と個人的

に直接出会うようになることを意味 してい

る。」
6)

教師が単に知識や技術を教えるだけの存在、

また生徒を管理し、指導するだけの存在であ

り、常に真実の自己を出さないようであれば、

そこに人格としての生徒との出会いはないで

あろう。教師と生徒との結びつきは教育の前

提であり、また、教育を効果あらしめる条件

でもあるのである。教育における教師と生徒

との友愛の意義について、J.ギ ユス ドルフは

次のように強調する。「教育という使命は友
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愛の使命であり、この使命を自覚していない

ような教師は、自分の生徒たちのそばにいて

も、恐らく生徒たちの間に何の反響も見出す

ことはないだろう。彼の勉学上の活動の結果

すら、彼には愛情が欠けているということを

はっきり示すことだろう。」
7)生

徒たちの学校

や教師に対する不満の中に、人間としての教

師に出会えないということがあるのではない

かと思われる。

しかしながら、教師本来の役割は、生徒を

指導することであるということは忘れられて

はならないであろう。教師と生徒との関係が、

単なる友情関係に陥る危険にも注意しなけれ

ばならないのである。したがって、教育関係

は指導的関係と人格的関係の二重の関係から

成り立つものであるということを、教師は認

識し、自覚することが大切である。

2.ト ランスパーソナルサイコシンセシスと

教師

2.1 高次の自己

人間の意識は、経験や思考によつて絶えず

変化していくものであるが、場合によっては

意識の次元的変容が生じることがある。アサ

ジョーリは、人間の意識には欲求、感覚、感

情、思考などの直接気づいている意識の部分

以外に、それを超えた高次の意識の領域があ

るという。前者はパーソナル(個人的)な 意識

の領域であ り、後者は トランスパーソナル

(超個人的)な 意識の領域である。彼はこの ト

ランスパーソナルな意識領域について次のよ

うに述べている。「私たちの感 じる高次の直

感やインスピレーションの数々一― 芸術的、

哲学的、あるいは科学的、倫理的命令及び人

道的あるいは英雄的行動へと駆 りたてる衝動

などは、この部分から送られてくる。この領

域は利他的な愛などの高次元の感情や、天賦

の才、観想や啓示あるいは悦惚状態などの源

泉である。」
8)こ の トランスパーソナルな意識

を懐かせる人格の中心となるものが彼によれ

ば トランスパーソナル・セルフなのであり、

それは自己より上位にある高次の自己なので

ある。

この高次の自己によって到達した トランス

パーソナルな意識状態について、彼は次のよ

うに説明している。「この意識状態は喜びと

穏やかさ、内的な安心感、静かで落ち着いた

力強さの感覚、明解な理解、光り輝 く愛によ

って特徴づけられている。この意識状態にお

ける最も高い側面は、理想的に言えば、生命

の根源の実現であり、宇宙の大いなる生命と

のふれあい、そしてそれとの同一化であると

いえるだろう。」
9)

このような意識状態は、人間性心理学者と

言われるマスローが「至高体験」と称 したも

のと同じである。彼はいわゆる欲求階層説に

おいて、人間は生理的、心理的、社会的欲求

および自己実現の欲求を充足することによっ

て、社会に十分に適応できる、有能で、精神

的に健康な人間になることができると説いた。

しかし後年、彼は、それはパーソナル・セル

フの欲求の充足であって、人間はそれだけで

は真に精神的満足を得られず、または実存的

空虚感を感じることがある。人間はそれを超

えた高次の自己の欲求、すなわちトランスパ

ーソナル・セルフの欲求を持つ存在であ り、

「至高体験」はこの高次の欲求によるもので

あるとした。

ここで注意すべきことは、人格の中に実体

として 2つ の自己が存在するわけではなく、

実在する 1つの自己が次元の異なる意識内容

を懐 くということである。アサジョーリは

「パーソナルな意識をトランスパーソナルの

意識領域にまで拡大すること……そして低次

の領域をトランスパーソナル・セルフと統合

すること」
10)がサイコシンセシスの目標であ

ると述べている。換言すればサイコシンセシ

スの目標は、 トランスパーソナルサイコシン

セシスなのであって、それはパーソナルサイ

コシンセシスを前提とし、それを包含するこ
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とによって可能であるということである。

トランスパーソナル・セルフの体験からく

る意識の特徴について、アサジョーリの弟子

であるPフ ェルッチは次のように述べている。

「私たちの通常の自己感覚は境界、執着、所

有、競争、死への不安などの上に築かれてい

るが、 トランスパーソナル・セルフには、存

在の純粋な気づきと、全てのものとの一体感

に基づ く自己感覚がある。その本質は時代や

文化的条件を超えて、すべての東縛から自由

な意識である。そこから、愛、平安、喜び、

強さのような、より高い特性が輝き出る。」
11)

すなわちその特徴は、自我への執着からの解

放感とすべての存在とのつながりという感覚

と意識であり、また、そこから生じる生への

喜び、およびすべての生けるものへの愛の感

情である。

以下、このようなトランスパーソナルな意

識について明らかにしながら、その教育的意

義を考察する。

2.2 すべてのものとのつながりの意識

インドの思想家、宗教家であるJ.ク リシュ

ナムーティは、瞑想を通して宇宙存在と一体

化した意識状態について次のように記してい

る。「私は自分自身から離れてしまった。私

はあらゆるものの中にいるのです、というよ

りもあらゆるものが私の中にあるのです。無

生物も生物も、山や虫や呼吸している全ての

ものが、私の中にあるのです。」
12,こ のよう

にトラン
｀
スパーソナル 0セ ルフは個人と宇宙

存在とを結びつけるインターフェイスなので

ある。そして私たちは各人 トランスパーソナ

ル・セルフを持っているのであり、それゆえ

すべてのものとのつながりの意識を懐 くこと

はで きる筈なのである。ホイッ トモアは、

「私たちは、人々や物事を表面的にしか見な

いで、自分とは別なのだ、自分とは違うのだ

と見なす習慣がある。私たちは、自分が基本

的には他人から分離しているということを体

験する。しかしトランスパーソナルな次元と

の接触は、一様に全ての存在との連帯感や自

分がより大きな全体の一部であるという感覚

をもたらす。」
郎)と 述べる。

このように人間はすべてのものとつながり

合っているという考えは、現在、教育界に影

響を与えているホリステイック教育思想と深

く関係 している。ホリステイック教育の理論

家であるJ.ミ ラーは、「ホリステイック教育

の哲学的基礎は……万物が相互に依存し合っ

たこの宇宙の中で、生きとし生けるものが互

いにつながり合い、結びついているというこ

とである。」
14)と 述べている。

現代の自然科学教育の目標を、暗黙のうち

に自然を対象化し、分析し、自然を利用する

ことに置いているとすれば、それは私たちが

パーソナルな次元の知性に同一化していると

いうことである。それに対して人間は自然の

中で生かされ、自然とともに生きるという思

想は トランスパーソナルな意識によるもので

あると言えよう。

教師が自分を含めて、すべてのものがつな

がりのうちに生きているということを、実存

的に実感 じ、そのことを生徒にも伝えていく

ことは、知識としてのエコロジー教育ととも

に大切なことであろう。自然破壊による地球

の痛みを、自分の痛みと感じるほどに、感性

を豊かに養うことは、21世紀の教育に必要な

ことである。また、そのことから生じる、生

きとし生けるものの生命を大切にしなければ

ならないという思想は、今日の平和教育の前

提として考えられるべきことである。

2。 3 生きる価値

人生は生きるに値するものであるかという

問題は、人間にとつて大きな問題である。特

に現代、20歳代の青年の死因の トップが自殺

である註2)と ぃぅことを考えると、これは教

育上見過ごすことのできない問題である。サ
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イコシンセシスの立場から、この問題はどの

ように考えられるのであろうか。

先述したように、 トランスパーソナル・セ

ルフの体験の特徴は、自我への執着からの解

放感であり、心の平安と生の喜びである。こ

のような意識体験およびそれから齋される思

想は、人間の生きる価値や、生きる意義につ

いて、積極的な示唆を与える。マスローはこ

のことについて次のように述べている。「至

高経験は、それ自身の内属的価値を持ってい

るので、自らを確認し、自らを正当化する契

機として感じられる。……至高経験は、人生

が生きるに値するものだということを証明す

る。」
15)す なわち、 トランスパーソナル・セ

ルフの体験それ自体が、生きることは良いこ

とであり、価値のあることであるということ

を教えるというのである。子どもの誕生の喜

び、自然の美しさへの感動、人間相互の愛の

体験、生きること自体への感謝などはその例

である。

現代、生きる希望が持てず、無気力、無感

動、無関心な、生きる意欲に乏しい若者、ま

た他人の命や、自分の命まで蔑ろにする若者

が増えているように思われる。教師がそれを

ことばで批判したり、説教をしても効果は期

待できないであろう。教師自身が生きる喜び

と感動、生かされていることへの感謝の気持

ちなどを、体験的に伝えることが必要なので

ある。

クリシュナムーティの次のことばは、現代

の教師のあり方に1つ の示唆を与えるように

思われる。「美 しいものへの愛は詩歌、微笑、

沈黙の中に現れるだろう。だが、私たちの大

多数は沈黙することを知らない。私たちは自

我の追求や、享楽にあまり忙 しいので、空を

渡る鳥や、漂う雲を観賞するゆとりがない。

……私たちが子どもの心の中に豊かな″亡ヾ1青 の

芽を蒔こうとするなら、私たち自らが豊かな

感受性を具えなければならない。そして人間

の心の美しさも、自然の美しさも、子どもと

一緒に驚嘆しつつ味わっていかなければなら

ない。」
16)教

師がパーソナルな現実世界に止

まらず、 トランスパーソナルの世界にも入っ

ていくことにより、生徒の トランスパーソナ

ル 0セ ルフを目覚めさせることが必要なので

ある。それによって生徒に、生を肯定し、世

界を肯定する人生観を懐かせることができる

ようになると考えられる。

2.4 人間愛

先述したように、 トランスパーソナルの意

識は、自然、人間、宇宙のすべてのものとつ

ながり合い、結びついているという意識であ

る。結びついているということは、人間の精

神としては愛の働きによるのである。それは

「人間の内的な核心は愛」
17)だ からである。

パーソナル・セルフの中心的な働きが意志で

あるのに対 し、 トランスパーソナル・セルフ

の中心的な働きは愛なのである。ここでは特

に、それを人間相互の関係の問題として考察

し、また教育関係の問題として考えていく。

20世紀の思想界に大きな影響を及ぼした哲

学者M.ブーバーは、人間と人間の関係には

2つの異質の関係があることを指摘 した。 1

つは「我とそれ」の関係であり、他の 1つは

「我と汝」の関係である。前者は人間が人間

を物象化し、利用したり、支配する対象とし

て見る関係である。そこには人間相互の人格

的結びつきはないのである。後者は人間が他

者を自由な主体として認め、心を開いて他者

を受け入れ、人格的に交わる関係である。そ

こには人間相互の真の結びつきがある。前者

はパーソナルな意識の世界の問題であり、後

者はトランスパーソナルな意識の世界の問題

と言えるであろう。

人間は一人ひとり、様々な欲求、感情、思

考、価値観を持っているが、それらの違いを

認めながらも、あるいはそれらの対立、葛藤

を超えて、魂においてつながり合うことの可

能性を持つ存在である。それは私たちの トラ
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ンスパーソナル・セルフの意識 と意志によっ

て可能になるのである。そこに人間同士の対

話的関係を作 り出すことができるのである。

このような人間相互の結びつ き、あるいは

対話的関係は、特に教師と生徒 との関係にお

いて重要である。ブーバーは、「教育関係は

厳然たる対話的関係である」
18)と

言い、教師

と生徒 との心のつなが りの大切 さを強調する。

それは教育が成 り立つための必要条件でもあ

る。何故なら教師と生徒 との間に亀裂がある

とき、教育は不可能になるからである。

ところで、教師が生徒 と対話的関係にある

という時、すでに述べたように、教育関係が

指導的関係でもあるということから、それは

完全に相互的なものではない。すなわち教師

は生徒の立場に立って、今生徒は何を感 じ、

何 を求めているかを感 じ取る必要があるが、

生徒にはその必要がないということである。

ブーバーは対話的関係において、この相手を

感得する能力を重視するが、それは教師にと

つて大切なトランスパーソナルな能力である

と言える。それは教科指導においても生徒指

導においても必要なものであり、十分に発揮

されなければならないものである。

また、教師の 1つの大事な仕事である学級

経営において、生徒同士が相手を認め、相互

に理解し合い、心を開いてつながり合うよう

指導することは重要なことである。それは生

徒が潜在的に持つ トランスパーソナルな意識

を顕在化することなのである。Rフ ェルッチ

は「子 どもや生徒の中に トランスパーソナ

ル・セルフの存在を認めることは、その人の

中に価値ある全てのものに命を与えることを

意味する。本当の意味での教育とは、人が ト

ランスパーソナル・セルフヘの道を歩むのを

助けることなのである」
19)と

言う。

教師の生徒への愛において大切なことは、

それが条件つきの愛ではないということであ

る。E.ス タウファーは、 トランスパーソナ

ル・セルフの愛は無条件の愛であると言う。

「それなりの事をしてほしいと要求すること、

つまり彼はこうすべきだとか、彼女はああし

なければならないなどは、条件つきの愛であ

り、」
20,本

当の愛ではないと言 うのである。

教師が規則や指示に従わない生徒に対 して、

厳 しく指導することは必要なことであるが、

しかし教師はそのような条件にそぐわない生

徒に対しても、愛を持つべきであるというこ

とである。これはキリス ト教でアガペと言わ

れる普遍的な愛と本質的に同じものであると

言えよう。

ま と め

現代の学校のおかれた厳しい状況の中にあ

って、教師が自分の精神的健康を保ち、また、

精神的成長を図ることは大切なことである。

本稿ではアサジョーリのサイコシンセシスの

理論を検討することを通して、特に生徒との

関係における教師のあり方を考察した。パー

ソナルサイコシンセシスの課題は、人間の精

神諸機能を、個人的自己の中核である意志に

よって統合し、自己を確立し、パーソナル・

セルフの自己実現を図ることであった。また、

トランスパーソナルサイコシンセシスの課題

は、高次の自己の中核である愛によって、存

在するすべてのものと結びつき、生きること

の意義を自覚し、 トランスパーソナル・セル

フの自己実現を図ることであった。そしてサ

イコシンセシスの目標は、後者が前者を包摂

しながら、人間の精神を拡大し深化させ、人

間を精神的により高度に発達させることであ

った。

教師がこのサイコシンセシスの目標に向か

って努力することは、本人の精神的成長のた

めだけでなく、それは生徒に対しても教育的

に良い影響を与えると考えられるし、また、

教師相互のより良い関係をつくり、学校にお

ける教育活動に不可欠な、教師同士の協力関

係を強化するためにも大切なことであると考

える。ただし、ここではサイコシンセシスの
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理論的側面 に しか言及で きなかったが、その

主な実践的方法 として瞑想、呼吸法、 イメー

ジ訓練 などがあることを指摘 してお く。

註

1)公立学校教員の病気休職者数に対する、精

神性疾患による休職者数の割合は、平成 5

年度33.1%0平成10年 度39。2%0平成15年 度

53.1%と 年毎に増加 している (文 部科学省 三

学校基本調査報告書、平成15年 )。

2)平成15年度の20歳代の全死亡者数に対する

各死因別の割合は以下の通 りである。自

殺 :39。 1%・ 不慮の事故 三23.5%。 病気 :

21.2%・ 交通事故 :16.2%(厚 生労働省 三人

口動態年報、平成15年 )。
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